2011 Japan National Team Report  ”player ”　　[image: image1.jpg]J.0.D.A.

JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者
	　玄海セーリングｊｒ　　学年　中１　　　　　　氏名　小村　凜平　　    

	大 会 名
	IODA  Asian Optimist  Championship

	開 催 地
	シンガポール

	大 会 期 間
	７月２２日～７月３０日

	セールNo
	３００４
	最 終 順 位
	７９位


	気温、水温

ウエアについて


	 気温は日本よりは、すごく暖かくいつも30℃をこえているくらいでした。
水温は、日本とあまり変わらないくらいだと感じた。
海に出ているときは、スコールは来なかったけど陸にいるときスコールが来た。スコールは雨や風がすごく強くて、少し寒く感じた。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	シンガポールは、潮がものすごく強くて何回かオーバーセールをして順位を落とした。それと波が高かった。

	　セッティングで

注意したこと
	風に強弱があったのでセッティングをよく見直した

	　セーリングで

　注意したこと
	セーリングでは、潮が強かったのでオーバーセールしないように気を付けた。そのほかに波が高かったので波に負けないようにした。

	　海上で練習した

こと
	潮でオーバーセールをしないために潮を考えてスピード練習をしたりクローズの角度や波の高さを考えて練習した。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？
	クローズの角度がよかった

	　スタートは、

　どうでしたか？
	スタートは、外国人が本当にうまくて、特にシンガポールの人やタイの人やマレーシアの人がうまかった。ぼくはスタートが失敗したことが何回もあったんで、うまい人のスタートを思い出してどんなレースでもスタートをうまく決めれるようにがんばりたい。

	　コース戦略は

　どうでしたか？
	コースは最終日がよかったんでこれからのいろいろなレースで思い出していかしていきたい。

	　自分より上位の

　選手との違いは？
	やっぱりいちばんにスタートがうまっかた。上位の選手は、スタートで失敗を恐れずにスタートをうまく決めれていました。ぼくも失敗を恐れずがんっばていきたい

	　国内の練習で

　役立ったこと


	波に応じた走り方が役立った。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	潮に応じた走り方をもっと勉強したかった。

	　印象に残った

外国選手は？
	優勝した選手が印象に残りました。ディビジョンがいっしょだったのでスタートやコースのひき方を勉強したので実践していきたい。

	　今後の課題と

　目標は？
	ぼくは、この貴重な経験を生かしてこれからもいっしょうけんめい頑張っていきたい。そして来年のワールドを目指して練習をがんばりたい。

	　ＪＯＤＡへの要望
	海外遠征で英語がよく分からなかったので通訳がほしい

	その他

来年参加者への

アドバイス等何でも
	成績は、あまりよくなかったけど学ぶことが多かったのでよかった。

外国人はスタートがすごくうまかったのでスタートを失敗を恐れずがんばってください。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

